



　平成 19 年９月 11 日より 10 月 5 日までの間、 フィジー ・
トンガの 2 カ国に赴いた。 旅の目的は両国内の遺跡踏査、
トンガ国内の資料調査、 発掘調査候補地の選定と現地に
おける文化財担当機関との接触にある。
　9 月 11 日午後に成田を発ち、 フィジー (Fig.1) に到着し









































































20 パアンガ （1 パアンガ = 約 60 円） 程度であるが、 実際

















調査したモアラズ ・ マウンド (To-2) は現在の海岸線から約








りて 5 分も立たないうちに、 タウンオフィサーと名乗る男性
に呼び止められる。 こちらの目的を話すと、 彼はカナダ隊
が調査した地点 （写真 2） へと案内してくれた。 発掘地点
は民家の敷地内であり、 土地所有者が庭で拾ったラピタ
土器 （写真 3） を見せてくれた。 タウンオフィサーは自宅












金大考古 58：15-20, 2007  酒井　フィジー･トンガにおける遺跡踏査
−  −
が、 チケット購入時に聞かされたとおり、 飛行機は予定の
3 時間遅れで出発した。 1 時間半のフライトの後、 ババウ




寄せ、 砂浜が形成される場所は少ない。 波も高く、 食料
獲得が容易なリーフが発達していない場所は、 初期入植
者が上陸し集落を営むには適していない （写真 5 ・ 6）。
　1996 年に訪れたカパ島に再度赴くべくネイアフ～カパ島
間を往来する船を手配しようとしたが、 現在はないという。
カパ島 ( 写真 7) はパンガイモツ島の東に浮かぶ島である。
ポールセンの報告書の中で、 遺物が表採されたことが記さ
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Figure 2. Site map of Tongatapu
Figure 3. Site map of Vavau islands, Tonga
ウツンガケ島









る。 2005 年にカナダ隊が発掘調査を実施している。 地表
下約 2m あまりのところで、 ラピタ文化器の包含層および遺
構を確認している。 両遺跡とも、 C14 年代測定結果が報





ている。 2004 年に D. バーレイが 5 週間を費やして発掘調
査を行なっている。 2007 年に C14 年代測定結果が報告










他の島に面しており、 波も静かである。 2003 年にカナダ隊
は中心部の平坦な部分を試掘し、 2 地点で集落址を発見
している （写真 8・9）。 遺物出土地点は、 やや崖に向かっ
て小高くなる部分のわきに位置する。 両地点とも北側の海






そ１ｍで大量のラピタ土器や石器 ・ 貝製品が出土し、 北側
の試掘トレンチからは貝製の釣針も出土したそうである。 こ
れまでに発表された論文の中ではこの島のラピタ遺跡は一















　　　　　　　　　写真 6　リクオネ海岸 ( 西から )
　　　写真 7　ウツンガケ南東岸からオテア遺跡を望む
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あったと推測される。









展示されていた （写真 11）。 展示品はラピタ土器 ・ 石器 ・











　タウンオフィサーに Royal Palace Office の担当者に面会
の手配をしてもらい、 28 日に面会の許可が下りる。
　翌日、 Royal Palace Office のアルバート ・ ヴァエア長官と
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真 13 ・ 14)、 これらの入り江のいたるところに土器片が散
乱している。 入り江の後背地は満潮位より約 1 ～ 2m 高く、
平坦地が広がる。 その背後には緩やかに起伏した丘陵が
立地している ( 写真 15)。 2004 年から南太平洋大学とフィ
ジー博物館を中心とした調査チームが継続的に調査を行
















（1） 直子 ・ アフェアキ氏のご教示による。
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　　　　　　　　写真 12　ナツヌク遺跡 ( 西から )
　　　　　　　　写真 13　ワイケレイラ遺跡 ( 南から )
　　　　　　　　写真 14　ボウレワ遺跡 ( 南から )
　　　　　　　　写真 15　ボウレワ遺跡 ( 東から )
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